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1. はじめに 
 個人の私生活においては，親族を理解し，親

族の情報を整理することは重要である． 

既存の家系図システムでは，オブジェクトが

固定的で動かせない，時間の概念がない，離婚

や養子縁組などの法的な関係が扱えないなどの

問題がある．そのため，時間の変化に合わせて

親族の歴史や複雑な親族関係を理解しながら情

報整理することは困難である． 

また，紙の家系図については国や文化によっ

て一般的な書き方はあるが，コンピュータ上で

の標準的なデザインは定まっていない． 

本研究では戸籍法に基づく時系列の直系検索

機能を持つ動的な親族検索システムを開発する．

まず，法的な関係を含めた家系図の視覚化方法

を調査に基づき設計する．次に，時間の変化に

合わせた親族関係の理解を支援するために，時

系列の直系検索機能を開発する．戸籍法におけ

る戸籍謄本等の交付請求できる人物（本人，配

偶者，直系）を検索する機能として実装する． 

以下，2 節で家系図の視覚化のための調査，3
節で調査に基づく家系図の設計について述べる．

4 節で実装例を示し，5 節で関連研究を述べる． 

2. 調査 
 家系図の視覚化のための調査について述べる． 

2.1 方法 

 二回の質問紙調査を実施した．被調査者は，

一回目が大学の学部学生 37 名（平均年齢 18.6

歳，男性 19 名，女性 18 名）であり，二回目が

大学の学部学生 36 名平均年齢 19.4 歳，男性 16

名，女性 20 名）である． 

 前提となる表示方法を示した上で，データの

種類やデータ間の関係を表すためにどのような

表示が最も良いと思うか，選択肢の中から 1 つ

だけ選択させ，理由を記述させた．項目は以下

のとおりである． 

(1) 人物アイコンの形状（生死，性別） 

(2) 人物アイコンの配置（親及び子の配置） 

(3) 婚姻関係（婚姻，離婚） 

 

 

 

(4) 養子縁組関係（縁組，離縁） 

(5) 内縁と認知関係 

(6) 配偶者＋直系検索機能 

2.2 結果 

  主な結果は以下のとおりである．まず，χ2 乗

検定において有意差があったものを述べる． 

(1) 性別を色で区別する場合，人物アイコンの

形状は同じ（97%）． 

(2)生存の人物アイコンの枠が実線である場合，

死亡の枠は点線（第一回：四択で 76%，第二回：

三択で 58%）． 

(3)親の配置は男が左（生年月日不明時で 100%，

男が年上の場合 100%，女が年上の場合 86%）． 

(4) 子の配置は生年月日順に左から(男が年上の

場合 100%,女が年上の場合 67%)．ただし不明時

は男が左（100%）． 

(5) 養子縁組は親子関係を表す実線横に「養

子」と表示（三択で 81%）． 

(6) 養子の配置は生年月日順に左から（二択で

76%）． 

(7) 子どものいる内縁関係は人物アイコン間に

点線（三択で 78%）． 

(8) 認知は両親との親子関係を表す実線横（父

側）に「認知」と表示（四択で 56%）． 

有意差がなかったが最も多い答えがあったも

のは以下のとおりである． 

(9)婚姻を人物アイコン間の二重線で表す場合，

離婚は線上に「離婚」と表示（三択で 39%）． 

(10) 実子と養子の配置は区別せずに生年月日順

に左から（四択で 46%）． 

(11) 養子縁組離縁は親子関係を表す実線上に

「×」印をつけて実線横に「養子離縁」と表示

（三択で 39%）． 

(10)「配偶者＋直系検索」は，子の配偶者の氏

名は表示しない（三択で 64%）． 

(11)「配偶者＋直系検索」は，離婚した配偶者

の氏名は表示しない（三択で 47%）． 

3. 設計 
3.1 家系図 

 調査に基づき以下のとおり設計した． 

(1)性別は人物アイコンの色で区別し（男は青，

女は赤）形状は区別しない（四角）． 
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(2) 生存は人物アイコンの枠を実線とし，死亡

は点線とする． 

(3) 親の配置は男を左とする． 

(4) 子の配置は実子と養子を区別せずに生年月

日順に左から，不明の場合は男を左とする． 

(5) 養子縁組は親子関係を表す実線横に「養

子」と記載する． 

(6) 養子縁組離縁は親子関係を表す実線に

「×」印をつけて実線横に「養子離縁」と記載

する． 

(7) 離婚は婚姻を表す二重線上に「離婚」と記

載する． 

(8) 子どものいる内縁は点線で表し，親子関係

は実線で表す．認知した場合は親子関係を表す

実線の父側に「認知」と記載する． 

 図 1 に代表的な例を示す． 
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(a) 太郎と花子が婚姻、一子と養子縁
組、一郎が出生

(b)  一子の養子縁組を離縁、太郎と花
子が離婚、一郎が死亡

(c) 太郎と花子が婚姻せずに隆夫が出生 (d) 太郎が隆夫を認知、隆夫が改氏  
図 1:家系図のデザイン 

3.2 時系列の直系検索機能 

システムは指定した年月日の家系図を表示

できる． 
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図 2:直系検索機能 

直系検索機能においては，指定した人物に

関して「直系」（子孫の配偶者は除く）と配

偶者（離婚した元配偶者は除く）の情報を表

示する．図 2 に例を示す． 

4. 実装 
図 3 は実装例（2011 年 1 月 11 日を指定）であ

る．養子縁組を行った場合などの現在の状態が

表示されている．図 4 は選択した人物に関する

1911 年 1 月 11 日時点での直系検索機能例である． 

 
図 3:実装例 

 
 図 4:直系検索機能 

5. 関連研究 
本研究は FamilyRetrieve[1]の再設計，実装と

して位置付けられる． 

柴田ら[2] は神話系譜資料，杉藤[3]は人類学

調査資料の整理のために系図システムを開発し

ているが，本研究とは目的や機能が異なる．海

外では家系図のシステムとして FamilySearh[4]

が有名であり，Wesson[5]などの研究もあるが，

動的で時系列な検索機能は持たない． 

6. おわりに 
家系図の視覚化に関する調査を行い，時系列

の直系検索機能を持つ親族検索システムの開発

を行った． 
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